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【提出日】平成27年12月28日(2015.12.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号６０の残基３１０～３２１を含む配列番号６０の残基と同一の２０個以下の残
基を有することを特徴とするＮＤ２ペプチドであって、
　前記ペプチドは、ＮＤ２のＳｒｃとの相互作用を阻害する、ＮＤ２ペプチド。
【請求項２】
　ＮＤ２　３０７～３２１（配列番号２２）またはＮＤ２（配列番号２３）である、請求
項１に記載のＮＤ２ペプチド。
【請求項３】
　前記ＮＤ２ペプチドは、ｍｙｒ－ＮＤ２（配列番号３３）又はｍｙｒ－ＮＤ２（配列番
号３２）である、請求項１に記載のＮＤ２ペプチド。
【請求項４】
　配列番号６０のアミノ酸３１０～３２１から成るアミノ酸配列を有することを特徴とす
る、請求項１に記載のＮＤ２ペプチド。
【請求項５】
　脂質付加されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載のＮＤ２ペプ
チド。
【請求項６】
　内在化ペプチドに結合されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載
のＮＤ２ペプチド。
【請求項７】
　前記ＮＤ２ペプチドは、キメラペプチドとして、内在化ペプチドに結合しており、
　前記キメラペプチドは、長さがアミノ酸５０個までであることを特徴とする請求項６に
記載のＮＤ２ペプチド。
【請求項８】
　前記キメラペプチドは、長さがアミノ酸２５個までであることを特徴とする請求項７に
記載のキメラペプチド。
【請求項９】
　神経疾患または神経障害の治療または有効な予防に用いるための、請求項１から８のい
ずれかに記載のＮＤ２ペプチド又はキメラペプチドを有する医薬組成物。
【請求項１０】
　前記神経疾患または前記神経障害は、脳卒中、ＣＮＳへの外傷、てんかん、不安神経症
または神経変性疾患であることを特徴とする請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　疼痛の治療または有効な予防に用いるための、請求項１から８のいずれかに記載のＮＤ
２ペプチド又はキメラペプチドを有する医薬組成物。
【請求項１２】
　癌の治療または有効な予防に用いるための、請求項１から８のいずれかに記載のＮＤ２
ペプチド又はキメラペプチドを有する医薬組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００４６】
　Ｔａｔ（またはＴＡＴもしくはｔａｔ）ペプチドとは、ＧＲＫＫＲＲＱＲＲＲ（配列番
号６０）を含むかまたはそれから成るペプチドであって、その配列内で５個以下の残基が
削除、置換、または挿入されていてもよく、結合ペプチドまたは他の薬剤の細胞内への取
り込みを促進する能力を保持しているペプチドを意味する。好ましくは、いかなるアミノ
酸変化も保存的置換である。好ましくは、集合体におけるいかなる置換、削除または内部
挿入も、正味の正電荷、好ましくは上記配列のものに類似した正電荷を、ペプチドに残す
。Ｔａｔペプチドのアミノ酸配列は、ビオチンまたは類似の分子で誘導体化して炎症応答
を低減することが可能である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　ＮＤ２ペプチドには、配列番号６０に関連しない隣接アミノ酸、たとえば内在化ペプチ
ド（以下に説明するように、膜貫通を促進し、ビオチンまたはＧＳＴなどのタグとして、
精製、同定またはスクリーニングにおいて援助するペプチド）を結合することができる。
アミノ酸の関連しない隣接配列を除き、配列番号６０とは異なるＮＤ２ペプチド内のあら
ゆるアミノ酸は、好ましくは、配列番号６０の対応残基に対して保存的置換である。配列
番号６０とは異なる配列を有する（関連しない隣接配列を含まない）ＮＤ２ペプチドは、
好ましくは、配列番号６０に対して、６個以下，５個以下，４個以下，３個以下，２個以
下または１個の削除、挿入または置換を有する。ＮＤ２ペプチドは、好ましくは、合計で
４０，３０，２０，１５または１２個以下のアミノ酸を有する（内在化ペプチドなどの関
連しない隣接配列を含まない）。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　ペプチド、随意的にＴａｔペプチドに融合したペプチドは、固相合成または組み換え法
によって合成することが可能である。ペプチド模倣体は、化学文献および特許文献、たと
えば、Ｏｒｇａｎｉｃ Ｓｙｎｔｈｅｓｅｓ Ｃｏｌｌｅｃｔｉｖｅ Ｖｏｌｕｍｅｓ， Ｇ
ｉｌｍａｎ ｅｔ ａｌ． （Ｅｄｓ．） Ｊｏｈｎ Ｗｉｌｅｙ ＆ Ｓｏｎｓ， Ｉｎｃ．，
 ＮＹ， ａｌ－Ｏｂｅｉｄｉ （１９９８） Ｍｏｌ． Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌ． ９：２０
５－２２３； Ｈｒｕｂｙ （１９９７） Ｃｕｒｒ． Ｏｐｉｎ． Ｃｈｅｍ． Ｂｉｏｌ．
 １：１１４－１１９； Ｏｓｔｅｒｇａａｒｄ （１９９７） Ｍｏｌ． Ｄｉｖｅｒｓ． 
３：１７－２７； Ｏｓｔｒｅｓｈ （１９９６） Ｍｅｔｈｏｄｓ Ｅｎｚｙｍｏｌ． ２
６７：２２０－２３４に記載されている種々の手順および方法を用いて合成することが可
能である。融合ペプチドまたは好ましい他のものとして内在化ペプチドに結合したペプチ
ドまたはペプチド模倣体には、全部で５０個以下のアミノ酸を、より好ましくは２５個以
下または２０個以下のアミノ酸を含有する。
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